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さかわ学校だより-黒岩小学校-

かわせみからのおしらせ
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伝説の河童、出没中！？

県内外のものづくりイベン
トや、観光列車へのお手ふ
りなどに、時々現れる春日
川の河童さん。少し恥ずか
しがり屋だそうですが、町の
PRの役に立ちたいと頑張っ
ているんだとか。そんな河
童さんから一言。
「佐川産の超おいしい野菜
が大好物！！でも、こっそり
盗ったり、悪いことはしない
ので、見かけた時は、仲良く
して下さい。そうそう！初夏
の候、水辺の事故には、十分
気をつけて下さいね。」

かっぱ

き

牧
野
の

ま

き

の

佐川で見られる! 牧野博士命名の草木花　

牧
野
富
太
郎
博
士
と
は

　
後
に
、「
日
本
植
物
学
の
父
」

と
称
さ
れ
た
植
物
学
者
・
牧

野
富
太
郎
博
士
が
産
声
を
あ

げ
た
の
は
、
１
８
６
２
年
4

月
24

日
、
か
の
坂
本
龍
馬
が

土
佐
を
脱
藩
し
て
一
ケ
月
後

の
こ
と
で
し
た
。

　
土
佐
国
高
岡
郡
佐
川
村
（
現

在
の
佐
川
町
）
に
、
父
・
佐
平
、

母
・
久
寿
の
も
と
誕
生
。
生
家

は
酒
造
業
と
雑
貨
商
を
営
む
裕

福
な
商
家
で
し
た
が
、
幼
く
し

て
両
親
を
亡
く
し
、
祖
母
の
手

で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

育
っ
た
富
太
郎
少
年
は
、
幼

い
頃
か
ら
植
物
に
興
味
を
持

ち
、
小
学
校
を
2

年
で
退
学

す
る
も
、
植
物
採
集
を
し
た

り
、
書
物
で
植
物
の
名
前
を

覚
え
た
り
と
、
独
学
で
植
物

学
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

　
23

歳
で
上
京
。
東
京
大
学

理
学
部
植
物
学
教
室
へ
の
出

入
り
を
特
別
に
許
さ
れ
、以
後
、

東
京
と
高
知
を
た
び
た
び
行

き
来
し
な
が
ら
植
物
分
類
学

牧
野
富
太
郎
博
士
と
は

　
後
に
、「
日
本
植
物
学
の
父
」

と
称
さ
れ
た
植
物
学
者
・
牧

野
富
太
郎
博
士
が
産
声
を
あ

げ
た
の
は
、
１
８
６
２
年
4

月
24

日
、
か
の
坂
本
龍
馬
が

土
佐
を
脱
藩
し
て
一
ケ
月
後

の
こ
と
で
し
た
。

　
土
佐
国
高
岡
郡
佐
川
村
（
現

在
の
佐
川
町
）
に
、
父
・
佐
平
、

母
・
久
寿
の
も
と
誕
生
。
生
家

は
酒
造
業
と
雑
貨
商
を
営
む
裕

福
な
商
家
で
し
た
が
、
幼
く
し

て
両
親
を
亡
く
し
、
祖
母
の
手

で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

育
っ
た
富
太
郎
少
年
は
、
幼

い
頃
か
ら
植
物
に
興
味
を
持

ち
、
小
学
校
を
2

年
で
退
学

す
る
も
、
植
物
採
集
を
し
た

り
、
書
物
で
植
物
の
名
前
を

覚
え
た
り
と
、
独
学
で
植
物

学
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

　
23

歳
で
上
京
。
東
京
大
学

理
学
部
植
物
学
教
室
へ
の
出

入
り
を
特
別
に
許
さ
れ
、以
後
、

東
京
と
高
知
を
た
び
た
び
行

き
来
し
な
が
ら
植
物
分
類
学

の
研
究
に
打
ち
込
み
ま
す
。

　
26

歳
の
と
き
、
友
人
と
『
植

物
学
雑
誌
』
を
創
刊
。
そ
の

2

年
後
、
同
誌
上
に
共
著
で

記
載
し
た
ヤ
マ
ト
グ
サ
は
日

本
国
内
で
の
最
初
の
新
種
発

表
で
し
た
。

　
96

年
の
生
涯
に
お
い
て
収

集
し
た
標
本
は
約
40

万
枚
。

新
種
や
新
品
種
な
ど
約
１
５

０
０
種
類
以
上
の
植
物
を
命

名
し
、
日
本
植
物
分
類
学
の

基
礎
を
築
い
た
一
人
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
成
功
を
収
め
て
か
ら
も
、

牧
野
博
士
は
た
び
た
び
帰
郷

し
、
故
郷
へ
の
思
い
を
生
涯

持
ち
続
け
ま
し
た
。
あ
ま
り

知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

故
郷
へ
の
功
績
と
し
て
１
８

８
８
年
に
は
、
郷
里
の
子
ど

も
た
ち
の
文
化
向
上
や
科
学

教
育
の
普
及
を
は
か
る
た

め
、
「
佐
川
理
学
会
」
を
創

設
。
自
ら
も
指
導
に
あ
た
る

ほ
ど
、
熱
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
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サカワサイシン
花期：4月～6月

フクリンササユリ
花期： 6月

タニジャコウソウ
花期：8月下旬～9月

アオテンナンショウ
花期：5月

ジョウロウホトトギス
花期：9月下～10月中

オンツツジ
花期：４月

セントウソウ
花期：2月～4月

シハイスミレ
花期：3月～4月

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

　
　
　
　
牧
野
博
士
と
よ
く
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
け
れ
ど

…
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
方
へ
。

　
　
　
　
牧
野
博
士
の
基
本
の
基
を
、
簡
単
に
お
伝
え
し
ま
す
。
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